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継続看護を学ぶ外来実習場面の研究

一継続看護実践モデルを用いて一

西留美子・伊丹英智子・野崎百合子・矢野章永

Study of a scene which practices continuous nursing 

-Given the continued nursing practice model-

Rubiko NISHI. Echiko ITAMI. Yuriko NOZAKI. Fumie YANO 

In recent years. visitors have many special fields of study. and the number of foreign patients 

IS mcreasmg. 

It is guessed that the training by visitors is many scenes in a short time. 

The foreign scene which can study continuous nursing is clarified in this research. 

Key words :継続看護，外来看護

1.はじめに

近年.在院日数が減少し医療の提供が病院

完結型から地域完結型へと移行している現状の

中で，退院後の患者やその家族の生活において，

外来看護や訪問看護の担う役割は大きくなって

きている。ことに外来看護においては，病院と

在宅.病院と地域の連携を図収支援を必要と

する療養者や家族に継続した看護を提供するこ

とが期待されているo そこで.在宅看護論の外

来実習において家族や地域，他職種までも視野

を広める看護学生の継続看護に対する学びは重

要といえる。

近年の外来は.多くの専門分野に分かれてい

る事や外来受診者が増加傾向にある事からそこ

での看護場面は多様かっ短時間にならざるを得

ない。このような事から外来で実習する看護学

生1人1人が遭遇する実習場面においても多様

かつ短時間である事が推測される。

そこで本研究は，病院の外来部門に焦点を当

て.在宅看護論実習で看護学生が継続看護とし

て捉える事ができた実習場面を調査することで.

「外来における継続看護Jを学ぶことができる

実習場面を明確にすることを目的とする。

囲内の外来看護の研究では.成人看護学や小

児看護学の領域のものが多く，その内容は家族

や療養者への退院指導などである。在宅看護論

実習における外来実習に焦点を当て，継続看護

実習場面を明確にする本研究の調査内容は.囲

内ではまだ少ない。外来における継続看護の実

習場面を明確にすることは.今後の継続看護の

教育支援を進展させるうえでも不可欠な研究で

あると考える。

H.研究目的

在宅看護論実習の外来実習において.看護学

生が継続看護として捉える事ができた実習場面

を調査することで.i外来における継続看護」
を学ぶことができる実習場面を明確にする。
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E 研究方法

1.研究対象

研究対象は.A短期大学3年生で.在宅看護
論実習を終了した63名中.承諾の得られた看護

学生である。調査に関連した在宅看護論実習E

は45時間 1単位で，地域包括支援センターと外

来での実習である。地域包括支援センターの実

習の後に外来看護の実習を行う。

外来実習の目的は. i外来における継続看護

の果たす役割を学ぶJである。外来実習の外来
部門は.呼吸器・消化器内科.内科.乳腺内分

泌外科，泌尿器科.整形外科.皮膚科，眼科，

地域連携室のうち承諾のえられたところである。

在宅看護論実習Eの実習は.45時間1単位の在

宅看護論実習 Iの訪問看護ステーションでの実

習の前に行う。

2.調査方法

研究対象者の看護学生に在宅看護論実習前に

調査対象者へ調査の主旨.方法.倫理的配慮に

ついて説明し調査への協力を求める。看護学

生への調査は，在宅看護論実習終了時に質問紙

を配布して，実習終了後に記入するように依頼

する。配布期間は，平成24年9月から平成24年

10月の聞とする。質問紙は封書で手渡し看護

学生は.実習終了後1週間以内に単位認定者と

は異なる教員に封書で提出する。

研究対象への調査には.自作の質問紙「外来

における継続看護の果たす役割を考察する雲の

図・学生J(資料1)を用いた。

看護学生への質問紙の内容は，①外来実習で

印象に残った場面，②外来はどんなところだろ

うか.③①の場面での外来看護師の対応，④外

来における継続看護とは何か，である。

3.調査期間:平成24年9月から平成24年10月

4.分析方法

分析は.小規模データにも適用可能な理論

化の手続きとして有効とされる SCATl)(資料

2)を用いた。質問紙に記載された「外来実習

で印象に残った場面J.iその場面での外来看護

師の対応Jに舎かれた内容の言語データをセグ
メント化し，次の4ステップのコーティングを

行う。①データの中の着目すべき語句.②それ

を言い換えるためのデータ外の語句.③それを

説明するための語句.④そこから浮き上がるテ

ーマ・構成概念の順にコードを考案して付して

いく。 4つのコーテイングとそのテーマや構成

概念を紡いでストーリーラインと理論を記述す

る。

作成されたストーリーラインから継続看護を

捉える場面を考察する際には，長江弘子の「退

院支援における患者・家族のアウトカムベース

にした継続看護実践モデルJ2)をもとに作成し

た西らの「外来における継続看護の考察J3)(資

料3)を用いる。

「退院支援におけるJ患者・家族のアウトカム

ベースにした継続看護実践モデルJは.看護師
が行う継続看護の実践がどのような思考と意図

を持って対象者に働きかけているかを総合的か

っ烏眼的に捉えたものである。そのモデルをも

とに作成した「外来における継続看護の考察」

を用いることで.外来における継続看護を捉え

る実習場面を明確にできると考える。

5.倫理的配慮

本研究は，共立女子短期大学・共立女子短期

大学の倫理委員会による倫理審査を受け承認を

得た。研究参加者に対して.以下の事を口頭お

よび書面で説明する。①研究の主旨，②研究方

法.③調査内容，④研究への参加は自由である

こと.⑤研究中途離脱が可能であること，⑥参

加しないことや途中離脱により何ら不利益を得

ないこと，成績には影響がないこと，⑦個人デ

ータの取り扱いと個人情報の保護，⑧データの

保管と破棄，⑨データの公表について

調査対象が質問紙に回答する時間は.約20分

程度である。調査内容も身体的・精神的に侵襲

を受ける内容ではない。学生の質問紙は.学籍

番号・氏名を削り.指導者の質問紙は.所属

名・氏名を削り.調査内容は個人を特定するよ

うな情報は含まない。質問紙およびデータは，
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資料1.外来における継続看護の果たす役割を考察する雲の図・学生

①外来実習で印象に残った場面 ②外来はどんなところだろうか

@G)の場面での外来看護師の対応 ④外来における継続看護とは何か

資料2.SCATのフォーム
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5つの場面を「外来における継続看護の考

察Jで抽出された継続看護の3要素でまとめる。
継続看護の3要素は， iこれまでを知り.これ
からを予測するJi人々のつながり・情報の関
係性を統合するJr患者の継続する意欲と持続
システムを統合するJである。
1. (緊急時の対応場面〉

1 )これまでを知り，これからを予測する

看護師は，外来で状態が急変している患者

に対し症状を観察し情報収集を行い，適

切な処置を行うとともに医師に報告している。

また，状態の急変で入院となる場面では，患

者の症状に対応しながら聞き取りを行い.そ

の状況を医師や病棟へ伝えている。

さらに電話にて患者から苦痛の訴えを受け

た看護師は.その状況をアセスメントし，入

院の準備を整え，患者の状態と病棟の受け入

れ状況を医師に報告している。
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鍵の掛る棚に保管し研究終了後に破棄する。

またデータにおいては，パスワードを使用して

管理する。調査対象の施設には研究の主旨，方

法.調査内容.個人情報の保護.データの公表

について説明し研究の承諾を受けている。

果

質問用紙の回収率は92%であった。外来部門

の研究に対する承諾は6部門であった。回収さ

れた質問用紙のうちから承諾の得られなかった

外来部門の実習場面と医師の診察場面を除いた

ものを基礎データとした。

在宅看護論実習の外来実習において，看護学

生が継続看護として捉える事ができた実習場面

は， (緊急時の対応場面)(処置の場面>(術前

後・入院前のオリエンテーション場面>(セル

フケアに対する指導場面)(看護介入の必要性

を捉える場面〉の5つの場面であった。

N.結
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看護学生は.これらの場面において外来看

護師が，患者の状況を把握しその後を予測

して行動していると捉えている。

2)患者や家族に共感する

〈緊急時の対応場面〉において.r外来にお
ける継続看護の考察Jで抽出した3要素以外
の要素が抽出された。

看護学生は，看護師が，緊急入院を拒否す

る患者に対して共感的理解を示して入院説明

をしている場面や緊急受診患児と母親に対し

安心感を与えるために語りかける場面を印象

に残った場面として挙げている。

2. (処置の場面〉

1 )これまでを知り.これからを予測する

患者にギプスを巻く処置の補助場面で.外

来看護師は，今後起きうるリスクを回避する

ために日常生活上の留意点を伝えている。

また創部の処置の補助場面で，外来看護師

は.在宅でのセルフケアの確認と悩み事を聞

き取る事，気候の変化に伴う体調変化への気

遣いや体調変化時の対応策を助言している。

処置の場面において.外来看護師は.処置

を要する部分の確認に留まらず.在宅でのセ

ルフケアの状況を把握し今後を予測してい

るo

2)患者の継続する意欲と持続システムを統合

する

処置補助の場面において.外来看護闘は.

声掛けや労いの言葉掛けをすることにより.

患者にとって一生続く処置が苦痛にならぬよ

うに努めている。

さらに患者が退院後に自己管理をしている

創部の処置においては.不十分なところを指

導し，出来ていることに対しては称賛してい

るo

また.医療用具が不具合になる不安や痔痛

を抱えながら生活している患者に対しては.

苦痛の軽減を図るとともに受診方法を伝えて

いる。

3. (手術前後・入院前のオリエンテーション

場面〉

1 )これまでを知り.これからを予測する

手術前のオリエンテーション場面では.外

来看護師は.患者のこれまでの生活を活かす

指導をしている。特に外来の日帰り手手術後

のオリエンテーション場面では.患者の手術

前の生活を聞き取り.その人なりの生活がお

くれるように指導をする。

2)患者の継続する意欲と持続システムを統合

する

術前のオリエンテーションでは.在宅での

自己管理の具体的な方法の確認と連絡方法の

確認を行い，術後は自己管理がどのように行

われているかを確認する。その際に.外来看

護師は，患者や家族に対して.労いの言葉を

掛けることで.患者と家族の今後の安心した

生活を支援している口

入院前オリエンテーションにおいても同様

に.患者や家族の心配事を傾聴するとともに

入院までの生活上の留意点と相談方法を伝え，

安心感につなげる。

手術前オリエンテーション場面において.

恐怖感を抱く患者に対しては，術後の状況が

想像できるような詳細な説明を外来看護師が

行うことにより患者の安心感を得る。

「いつ死んでもいいJr全て医師にまかせ
るよ。」などの発言がある患者に対して.手

術の説明をする場面もあるo外来看護師は，

「手術は，自分自身のことである。Jなどの説
明を繰り返すとともに「具合が悪くなったら.

ペットの面倒が見られなくなるなあ。」とい

う患者自身の言葉を復唱し患者自身が生き

る価値を見出せるように支援していた。

また，手術後オリエンテーションにおいて

は.患者の不安な様子を外来看護師が捉え，

患者が理解しやすい処置方法を実演している。

手術後の受診時には.患者からの質問に答え

て日常生活上の制限の根拠を説明する。

4. (セルフケアに対する指導場面〉

1 )これまでを知り.これからを予測する
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在宅で介護を担わなければない息者に対す

る指導場面では，通院にて自己管理を確立さ

せる必要性がある事から早期に自律できる指

導方法を工夫している。

初めて医療機器を使用した患者の生活指

導場面 (HOTを使用しながら2階に住む患

者)では.症状への対策とリスクマネージメ

ント・社会資源の活用に関しての説明を本人

と家族に対して行っている。

服薬管理指導の場面においても.今後起こ

りうる症状や副作用なと'について噛み砕いて

説明をしている。

また.自己管理に不安がある患者への指導

場面では.外来看護師は，理解しやすい工夫

として一つ一つの動作を含めた指導をしてい

る。

これまでの患者の生活を知札今後を予測

する看護が行われている。

2)患者の継続する意欲と持続システムを統合

する

退院前の外来受診の場面では，家族も同席

の上.セルフケアに伴う必要事項を確認する。

一方.キーパーソンのいない独居の息者に対

しは.医師との対話時間を設け.セルフケア

を継続していることを称賛し意欲維持に努め

る。

セルフケアに対して騒りのある患者に対す

る指導場面では.意欲を維持させながらセル

フケアに向けて反復して説明をしている。

5. (看護介入の必要性を捉える場面〉

1 )人々のつながり・情報の関係性を統合する

自覚症状と医師の診断結果にずれを感じてい

る患者が.入院を勧める医師の説明に納得で

きない状況を外来看護師が捉えて.支援して

いる。帰宅後に症状が出現した際の連絡方法

や家族への説明などの語りかけにより.今後

の入院に対する患者の同意を得ることにつな

げている。

また，医師の治療方針に納得がいかず.不

安を抱える患者と話す場面では，悩む患者に

対して傾聴を行う。

必要な時には.患者の不安を医師に報告し，

補足の内容を説明する。内服薬の薬効と副作

用の症状を分かりやすく説明し患者が安心

感を得られるように支援を行う。

待合で.せっかちに話しをしている患者の

状況が.不安の表出をしていると捉え，患者

の話を傾聴している。

外来看護師が患者の思いを捉えて，患者と

向き合う場面では，人々のつながり・情報の

関係性を統合する看護が行われている。

v.考察

A短期大学の在宅看護論の外来実習において.

看護学生が継続看護として捉える事ができた実

習場面から，外来における継続看護を学ぶこと

ができた5つの場面を外来における継続看護の

考察で抽出された継続看護の3要素で分析をす

るo

〈緊急時の対応場面)(処置の場面)(術前

後・入院前のオリエンテーション場面)(セ

ルフケアに対する指導場面〉の4つの場面で

は.これまでを知り.これからを予測する看護

が存在していた。そのうち〈処置の場面)(術

前後・入院前のオリエンテーション場面)(セ

ルフケアに対する指導場面〉の3つの場面では.

それに加えて.患者の継続する意欲と持続シス

テムを統合する看護の存在も重ね持っていた。

〈看護介入の必要性を捉える場面〉において

は，人々のつながり・情報の関係性を統合する

看護の存在があった。

〈緊急時の対応場面〉では， r外来における継
続看護の考察Jで抽出した3要素以外の要素で
ある「患者や家族に共感するJが抽出された。
1. (処置の場面)(術前後・入院前のオリエン

テーション場面)(セルフケアに対する指導

場面〉

看護学生が外来における継続看護として印象

に残った3つの場面は，外来において常時行わ

れている看護である。看護学生は.このような
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場面の中から.外来看護師が患者のこれまでの

生活を引き出しこれからを予測する看護と患

者の継続する意欲と持続システムを統合する看

護を捉えていた。

1 )処置の場面

処置の場面では，初回の処置・セルフケア

の確認・一生続く処置に対しての看護が存在

した。

初回の処置場面では.今後起きうるリスク

などを伝え.さらに患者とその家族の今後の

在宅におけるセルフケアについてのアセスメ

ントを行う。

継続して在宅で行われている処置のセルフ

ケアを確認する場面では.処置を必要とする

部分の観察や本人・家族から得た情報から在

宅でのセルフケアの状況をアセスメントする。

このまま継続を必要とする場合は.ほめる事

や労いの言葉掛けにより継続する意欲を高め

るように努めている。改善点がある場合には，

セルフケアが困難である原因を探り，患者の

悩みに耳を傾け.継続可能なシステム榔築の

ために社会資源の活用も視野に入れて連携を

図る。

患者にとって一生続く処置を外来で行う場

面では，外来看護師は.声掛けや労いの言葉

掛けをすることにより.患者にとって毎回の

その処置が少しでも苦痛にならぬように努め

ている。

2)手術前後・入院前のオリエンテーション場

面

手術前後・入院前のオリエンテーション場

面では.手術前や入院前のオリエンテーショ

ン場面・手術後の説明・日帰りの手術のオリ

エンテーション場面で，看護が存在した。

手術前や入院前では.患者や家族の不安が

大きく恐怖感を抱く患者もいることから.外

来看護師は.患者や家族の心配事の傾聴を行

う。この傾聴が患者のこれまでの生活を活か

す指導につながっている。また.入院までの

生活上の留意点と相談方法を伝え，手術後の

状況が想像できるような詳細な説明を行う事

が.患者の安心感につながっている。さらに

在宅での自己管理の具体的な方法(誰がどの

ように行うかなど)の確認と連絡方法(症状

が変化した場合等の相談先)の確認を行う。

手術に対して受容過程の途中である患者や

家族に対して.手術前のオリエンテーション

を行う場面もある。具体的には.生きる事に

投げやりな態度をとる身寄りのない独居の患

者に対して.手術の説明をする場面である。

外来看護師は.手術は忠者自身のことである

等の説明を繰り返すとともに患者との会話の

中から患者自身の言葉を復唱し生きる価値

を見出していた。

患者・家族のこれまでを知り.これからを

予測する看護と患者・家族の治療への継続す

る意欲を高める看護が手術や入院前のオリエ

ンテーションの場面に存在しており.重要な

役割を果している。

手術後の説明では.在宅でのセルフケアが

どのように行われているかを確認することが

重要となる。その際には.患者の継続する意

欲を高めるために労いの言葉掛けを行い.安

心した生活を継続できるように支援している。

手術後の外来受診時に患者がセルフケアに

対して不安な様子を示している事を外来看護

師が捉えた場合では，忠者や家族が在宅で継

続できるセルフケア方法や理解しやすい方法

を選択して指導する。その際には.患者から

の質問に答えて日常生活上の制限の必要性の

説明を行うことで理解を得ることや患者・家

族のセルフケア技術の修得に努める。

外来の日帰り手術後のオリエンテーション

場面では，患者は，手術当日から在宅での生

活を始めることから.患者の普段の生活を聞

き取り，その人なりの生活がおくれるように

指導をすることが重要となる。

3)セルフケアに対する指導場面

患者の外来受診時に在宅でのセルフケアの

状況を確認してアセスメントすることやそれ
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を継続するように支援することは.外来看護

にとって重要な役割である。

特に患者の環境因子となる家族やキーパー

ソンの存在.住宅の状況.社会資源の利用状

況などを含めたアセスメントに基づく指導が

必要とされる。

セルフケアを必要とする外来看護の対象は，

主介護者の役割を果たさなければならない患

者やキーパーソンのいない独居の患者.酸素

療法をしながら階段使用する患者など様々で

ある。

主介護者の役割を果たさなければならない

患者には.早期に自律できるセルフケアの方

法を指導する。キーパーソンのいない独居の

患者には，医師も含めて話し合いに時間を設

けるような支援を行う。酸素療法をしながら

階段使用する患者には.起きうるリスクの説

明と社会資源の提供を行う。

患者の背景を含めたこれまでの生活を知り，

これからを予測しながら，その患者や家族が

セルフケアを継続する意欲が持てるように支

援していくことが重要となる。

蹟川ら4)は.外来看護師が語る内容から外

来看護師の能力を明らかにしている。それは，

外来受診の聞に看護を実践する能力である。

具体的には.点滴や処置のわずかな時間を利

用して話をすることなどを挙げている。また.

患者や家族に関わる時間を捻出する能力もあ

るとしている。

平成20年の受療行動調査5)によれば.外来

の診察時間は3分以上10分未満が5割を超え

ている。このように限られた時間で診察や検

査を終えて帰宅していく患者や家族を対象と

している外来看護師の能力が本研究において

も看護学生が捉えた継続看護として示された。

以上.要するに〈処置の場面)<術前後・

入院前のオリエンテーション場面)<セルフ

ケアに対する指導場面〉の3場面において，

看護学生は.患者と家族のこれまでを知り.

これからを予測する看護に加えて.患者と家

族の継続する意欲と持続システムを統合する

継続看護の存在を捉えた。

2. (看護介入の必要性を捉える場面〉

外来では.処置の場面や術前後・入院前のオ

リエンテーション場面.セルフケアに対する指

導場面などを利用しながら継続看護が行われて

いる。

一方では，能動的に看護介入場面を捉えて，

患者と向き合い.人々のつながり・情報の関係

性を統合する看護が行われている。

具体的には.医師の診断結果の説明に対して

ずれを感じている患者.医師の治療方針に納得

のいかない患者.待合で不安の表出をしている

患者に対して.看護の介入が行われた。

外来看護師は，診察室・処置室・待合全てに

視野を広めて.看護介入の機会を捉える事が重

要である。

中村ら6)によれば.外来看護師は.忙しさと

医師による指導を理由に患者指導を十分におこ

なえていない現実を示している。

また.受療行動調査の結果7)では.患者が

不満を感じた時の相談相手で，役に立ったの

は「主治医」が7割jを超えており.相談相手を

「看護師」とする回答は示されていなし、

一方.蹟JIIらは.外来看護師の能力として，
外来受診中の今ここで看護を必要としている患

者を見つけ出す能力8)を示している。

本研究では，外来の様々な場面から看護介入

を捉える外来看護師の能力を看護学生は捉えて

いる。看護介入が必要であると捉えている全て

に介入が行われているかについては，本研究で

は明らかではない。しかし看護学生は，看護

介入の必要性を捉える事が継続した看護には重

要であると感じている。

以上要するに〈看護介入の必要性を捉える場

面〉では.人々のつながり・情報の関係性を統

合する看護が重要であると看護学生は捉えた。

3. (緊急時の対応場面〉

外来において，緊急な対応を要する患者と最

初に出会う看護師は.今起きている患者の症状
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をアセスメントし.更に必要な情報を得るため

の検査・必要になり得る入院の準備を行う。そ

れは，外来で出会う患者に留まらず.電話で症

状の変化を訴える患者も対象となり得る。

必要な情報をアセスメントして，医師に報告

するとともにこれからを予測する看護が行われ

ることが重要となるといえる。

加えて，外来看護師の患者の緊急時の対応で

重要な事は.患者や家族への共感的姿勢である。

緊急な事態を受け入れる事ができない忠者や家

族に対して.安心感を与える重要な役割である。

長瀬ら9)によれば.治療を受ける患者を支え

る外来看護師の役割として受容過程を支援する

ことを挙げている。また.患者の個別性に応じ

た看護師の対応や患者のちょっとした変化を見

過さずに患者が安心できるように関わることが

外来看護師に求められる役割であることは，本

研究においても同様に示された。

以上.要するに〈緊急時の対応場面〉の場面

では，患者と家族のこれまでを知り.これから

を予測する看護に加えて.患者や家族への共感

する看護の存在が重要であるといえる。

VI.結論

在宅看護論実習の外来実習において.看護学

生が継続看護として捉える事ができた実習場面

は. <緊急時の対応場而><処置の場而><術前

後・入院前のオリエンテーション場而><セル

フケアに対する指導場面><看護介入の必要性

を捉える場面〉の5つの場面であった。

「外来における継続看護の考察Jで抽出され

た継続看護の3要素でまとめると以下の通りで

ある。

1. rこれまでを知り，これからを予測するJ
看護と「患者の継続する意欲と持続システム

を統合するJ看護が存在するのは.処置の場

面・術前後・入院前のオリエンテーション場

面・セルフケアに対する指導場面であった。

2. r人々のつながり・情報の関係性を統合す
る」看護が存在するのは.患者・家族の思い

と医師の思いをつなげるために外来看護師が

看護介入の必要性を捉える場面であった。

3. rこれまでを知り.これからを予測する」
看護と「患者や家族に共感する」看護が存在

するのは，緊急時の対応場面であった。

看護学生は.緊急時の対応場面において，

継続看護の3要素に加えて.r患者や家族に
共感する」看護を捉えていた。

班.本研究の限界と課題

本研究は.看護学生と指導者の実習から導き

出した「継続看護を学ぶ外来実習場面」である。

また. 1病院の6部門の外来での看護の場面で

あるため.外来全体を網羅した継続看護場面を

検討したとはいえない。

今後は.対象者や研究場面を広げて検討して

いく必要があると考える。
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資料4.SCATのフォーム

lIla拘

51Jl.臨特

61肉斜

7U1骨量

百丙爾百平扇面.1蓋蘭雇盃じたptが:1;事めがねはいら需品、の一両丙跨画面手術像、咽l阻純の手傷後の益岡膏両手補語画面雇者五l""ID常玄醇輔副支I踊疋@有志副首聞に
か.UをIIっていいのか.犬の散歩はまだだめなのか?怠ど聞いて間鑓遣した内が.もう u章、血容の日常生活I活に飼するロ聞をしている渇函えて日常I生活止の創回の観鑓を良明す
いた渇薗.ー週間たっているので.メガネは使用しな〈て大丈夫ですlめがねはいら怠いの lに聞する質問.術後lで.術後の逼勘創阻の担&¥を鰻lる.
が.こすったりし4よいようにして〈だい.レンズがずれたらいけおいのlか.簡をIIっていいのlの遺助制服のIiS.1朝していた.
でとnUJ聾していた.犬の蝕歩はしていいようにも思うが.遭副は lか.犬の骸歩はまだだ1&2明
ーヶ月館止fJ.ので.もし犬に引っ強られて定ってこけたり.レンズが lめはのか?怠ど図いj

S岡純 lずれたりしたら危険なのでやめるように指思していた.術鎗崎聞が|てい化込iIi.術後時間
たつと何でもやっていいようにSじるが..主怠が必毘怠ことを伝えて Iがたつと何でもやって

91皮膚ね

いた. 1いいようにSじるが.
iI動lまーヶ月富島止な
ので、注窓が必要なこ
とを伝えていた.

亨蔚奇51!何におか窃か来怠いた:IIJ.心配していたが.21こ遁語京XI副京語Ii:処置宣で l紋思の2Rにて入 I~Sの2Rにτ入院の 111備を I~Sの1\2でヨ吊語Eti事描画で-:-m著
り.a院玄関で.&I*IiIR. 処置J[で入鍵のa舗をすること:1:怒っ l入院のIJIIをすることl院のIJ備をすること lすることに怠った場面で.患者かlの11~に対応しjながらIm!~りを行い、
た嶋田.18鰐にガーゼをあてて.11a.ラインをとり.r.u祉の時間 lになった場面.患者書lになった喝面.血管lらの田!Dりと紋況を屋白.aal紋混を僅鯖.aaへ伝える.
まで処置Itで過ごし.1Ilイスに.'J.Aaへ向かった.18ftさんがl!I lんから箆l..~聞いて情 lからの聞き取りと紋 lへ伝えるとともに移送方去のtr
~Ultl:!j!た嶋 1:. .m宥書んから臨しを聞いて側線鼠限績をした.パlCa.躯鏡.&遣の状 l況を1!B$'Aa"伝IE!を行い庖賓の紙況に対応し
イ骨ルをはかり.カル子に入力し‘血者さんの畳近の伏也を趨Ml..l!lOを廻備し医師に鰻 lえる.移送方訟のtr11:. 

時@・潟 I~にtal!il..τいた.またλ肢となったことで‘偏織がどご，・なるの II!i銅線Ull~事と遭錨 IE!.III宥の伏混に封10li咽 |か.ベッド何時砲して自律相舗と酬をとり.尚にゐ|壷'tljji僻で何で向|応
に上がれるか.なんで銅線まで向かうのか{車イス.位指ど}とι、うこlかうのか(1Ilイス.紙
とを倍程してから鏑織に見送っていた.標血やラインとる際には、庖 1fJ.ど}奇磁館、銅線に
宥さんへのJlllltIすも忘れず.血が止まりに〈いという忠告さんの状 l見送っτいた..m宥害
現を理解し.血が止まるまで押さえていた. 1んの状況を理解し‘血

が止まるまで押さえて
いた.
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121乳11ね

131眼ね

161肉純

い健街京高l}.ij初瓦肩書志恵有匡萄す芯m1t7ilで荷 l両面京11嘗厄~\I事:痛 IIZ訣思It. lB省に封 l僅紋厄花じて示事恵吾己肩蕗子I夜師事変~L"C~\苓lI!l街王奇麗
応する渇面.(旬.舛棄の~1Il関紬闘で血舎の主治医が不在時の lがあり息切れのある IItする喝111. 忠告の lる場面.lB宥の症訣のlIØ・ f由 l箇.患者の盆紋のaø. 情領収..処
罰盟喝面) UII!l1草、忠告の鐙みの担問{しめつ l患者に'守する鈴鹿al'草紙の観窃.情鰻収IIIl<<lI.処置を行い医師に鰻 11:1在行いl医師に舘告.
けられるよう怠鏑み.チヲチヲする~ど}どのIB位に信みがあるのか lで対応する稲田.息者1J:l.処置を行い医師 1&.
t防白全体か.一白か).の思周(=トログリセリン}はいつしたの lの宿みの担問・鏑み lに紐告.
か.服用によって也統l孟E駐留したのか.いつ鍵錫が幽て曹たのか.1の鼠魯，_の鼠周に
など問t量豊行うと共に121l1iJの心電図毛ニ'-.11血、徳血11のlBlょっτI!ttl孟E駐留した
省の主Dマーカー.定舗の脈.~宇田.チアノーゼなどのlIl!ft守 lのか・いつ信錨が幽て
い.医師に鰭告した. 1曹たのかなど問段、

121l1iJ‘11m.銀血後
のg省の主要マー
カー.足卸の眠‘浮
1:1.チアノーゼ~どの
1111.医師に鰻告‘

191皮膚ね

による足函遁副一証益百場面~QIlIコントロー瓦荻丙車で同種房副 I~扇町一旭日制甑副副補嵐示板1at語語扇面湖面.迅践債の丞 I画面面福画事面L事訴益面主活面中で
図思でインシ.:1，')ン注射I~Q近変更された.足の)1I!llのため.目標 l!llの処置樋田.m尿l IJJ目的のためλ股.1活豊岡書取り.その肉容で不足 l不+分~とZろを鍋却し.出来ているこ
病の敏宵目的のため入院し退院された.週2図舛来安oしEいる・ l舗の般向目的のため l退院後の生活、聞曹16草分を備砲し.出来ていることにとに対しては称貸する.
現在の生活{食生活.清潟行動.インシュリン注射.窓!a47)箇カ)に I}.隠し迅院.現在の生l取り.聞曹取り後の l対しては祢貸する.
ついて情観収銀ーすると.食事がま倍高カロリーでいたため.ma.1活について伺組収..1抱a.出来ているζ
また.低血t11!伏についても知m不定だったため).t1稼・対処方法 l食事舗lIJ.低Ot11:l1とに対しτ将貸
華街iJ.・足のttSをaliしたー処置方珪は正レ〈出来ていたため Itt鈎m不足.足の処
iIめていた. IB方患は出家ていた

ので包める
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継続看護を学ぶ外来実習場面の研究

面τHOTを朝刊じて盃E毒してU事副扇詞じで否両b摘lIJ細菌・ ICOPO. 民信で初めて~W曲師 事吾副扇面て麗自彊曹を強調じた恵者I初めて直面画葛吾自主附した也省の
COPO. 民自のlIl~l!if待つ.1遁関前に退践し.温除後初めてのI IHoTを利用している11111111...た息省の隼活指!の生活鍋10細菌.11伏への対 l錨IJ舗面.盆伏への針鼠とリスヲマネー
外来受診だった.槍局で住まいはアパートの2F(陪隠).築領時や l宥の生活!lJ1J堀面. l iD渇田.tl~への封1111. リスヲマネージメン.トの飽.1ジメントのæ明と祉会資gの活用にI!!II...
償還時にはロすぽめ呼吸をすると良いことを伝える.ー努積がかかl退院後初めての外来 l箆.リスヲマネージメl縫合資Bcの活用.本人とI!oにlての銀明を本人と司蹴に行う.
るときにはどうしても呼吸を止めてしまうことがあるため.そういうと: l!i~.槍mで住まいはいh 低金貸思の活 l 行う.
曹ζそlaをは〈ことが大切どと担鍵と共に伝える.・火気は使用をど~ 17パートの2F(隠段).周.t県明を本人と窓
.うしているのか?問いかけるーHOTは02ボンベ在使うため、火気の I~師時や俳治時には tlに行う.

201呼吸・洞 |近〈だととても危険だから.・02ボンベを小さいものに取り笛え.段叫口すぽめ呼吸、火気
化包 l方法も教える-A氏の行動飽図、体緒、体力からみたS用のボンベ:-，の近〈は危険、動の前

I孟A氏にとっては.より-liI負担となりうると判断したため.さらに本 l't'l.lt明と共に位置.'
人および鈎の前で鶴切と共に股置し.HOTの知関不足を補うこと. IHOTの知m不足.合
また.キーパーソンとなるlI¥の手Ij)Iすも備りられるようにしたと考え 111俣肢の申"のつい
られる.・介図録院のゆ簡のついて、合図保険の純血と目的flSl明lて.介担保肢の利点と
-:l巨人・鎗ともに介田保険とほどのよう怠ものかの理解できなかっ l目的をISI明
たため. 1 

本人1.a:.ØØの渇初131，>どの目覚ti~fJ"，l(.織活も見られている l医院に富われたことをl雌舗の説明内包の l医院の民明E納得できない庖者l 自覚定紋とB断6道予言F扇面扇面
ことから、症状がより回復していると考えていた.だが、外来畏鎗時 111解で曹ているかといIf書留細密.白1111杭11=支姐する渇国.自覚症紋è~1を納得できない庖者に支慢する場面.
のレントゲンでは.PJぴ腿閉81=t..りかけτいることが分かった.そ 1うことを砲偲していた lと~聞の遣い.理 II!iの遣いがあることから、入院 l症状出現時の逮緒方訟や稼銭への践
の定紋{状0)のことを居師が患者の脱明し、再底入院することを勧l嶋田.再度入院する二l解・同窓が縛られな lに討して忠宥の電解・岡l!が得 l曙It.tどの随りかけにより庖省の同窓を
めたが、本人は白覚佳状がないため納得が曲家ていない暢子だっ lとを勧め.自覚症伏がlい‘I!~出現時の週 lられ怠い.I!t量出現時の遭絡方 11屠る.
た.そのことから今回は.自宅に艮っていいが.-11でも唱吐した It.tいため納得が出来 115方虫.I!oへの館I!まや窓銭へのIII明などの11りか
ら、昼夜関係t.t<術院に遣自書するようにと倫却をしていた.患者はftlてい拡い.理解で曹な l明.回りかけ、B宥 Iけにより庖省の伺窓が何られ

時@・渦 l慢してしまう何プであるため.ft慢して受修しないと再び忌化する|い.納得が出来ていな1の同窓 lた.
211化;'"1と臨萌していた.DØIlの外でι者が庖院に曾われたことを寝~Iい肉8を鴎明.症状が

.できているかということを櫨包していた渇箇.そζで息者が理解し曹 l出たら魯慢し怠いでご
れていなかったり.納得が出来ていないと分かったとこるで、改めてliI絡ください、声をか
医師が紛却していたことを鋭瞬していた.rooという症状が出たら lけ.良備にもお伝えし
怠慢しないでご週絡〈ださいね.奥さんは今日いらっしゃらないよう lますね.I!宥は納得.
でありましたらお包舗を頂けたら、奥織にもお伝えしますね.J‘『今

22111m 

231肉ね

241肉将

I孟伺もSじていな〈て良かったですね.でも.気をつけて〈ださい.Jと
宮うように声をかけ.血容は納得して自宅に帰られた.

白肉mの日傭り平絹を行った患者に対Lて.術後のオリエン子一 18肉"の日帰り手術.1日帰り手紙街慢のl日織り手術債のがJヱンテーショl臼1町平荷語函刷孟ンテージョン
シヨン豊行う渇箇.乎舗の霊目であり.主にa眼般の方這‘肉思議 l術後のオリエン子ー lォ・}J:ン予ーシヨン場lン細菌.備前の生活を鴎曹l1liる liii.由時前の生活を閏曹取り.その入信り
の!lJiD.日常生活上の注窓点を錨渇している舗面.手術の翌日で lシヨン苦行う海面.点 liii.疏の使用方法.1ことにより.相手に合わせた日 lの生活錨織を行う.また労いの曾腐を
あることから、自の見え方が『暗かったのが明る〈なったJと笑削でlill!l療の方法、肉思疎 l日常生活上の留21常生活の畑織を行う.また労い 1111けにより忠告の笑簡と安心I...t:生活
されている方であったが鍋織をI!II<時は.付曹添いの家銭の方と共 lの鍋嶋‘日常生活上 l点の!lJiD.築館.労 lの冨擁奮闘世けにより忠告の笑飢lを支鍋する.
に真剣に聞いていた繍薗.生活土の注怠点の隠では『お且Bは傷 lの注怠点在m噂、「暗|いの811を鈴It.稲!と安心した生活を支録する.
国入りたいけど入っちゃダメ訟のよね』というDiえがあった.手術が lかったのが明る〈怠つ l平に合わせた錨母、
鈴わったこと.成功したこと、労いの811を111けていた.al!l援や肉lた』と笑11.rm.昌は毎l手術闘の生活の閏
思惑の鏑却は.実際にヨットンや自歳費用いt.tがら勉作をー絡に 18入りたいけど入っ lき駐仏安心した生
行ったり.パンフレフトを用いて、夫切な文J:lにIiを引いたり.8曹加lちゃダメ1，>のよねJ.労1;置を送る
えたりしていた.ζれは.年前や相手の生活繍itを考えながら.相 lいの811を!ltlt.a飽
手に合わせた!lJiDf行っていたと考えられる.また.日常生活ょの 1-や肉IHI置の指導.
E主Bilでli.5自問.11I問.1ヶ月と織止事項があるため.011筒 IQ作をー絡に符う.大
1ま必ず.平術的どのような生活を遜っていたか奮闘昔、銀止事項と l切な文oに舗を引〈、
比べ合わせて怠海尽を行っていた.ζの高官t省の11合l立、お凪B I~事前や相手の隼活織
は毎日入っており.少しでも身体を清潔に保ってお曹たいという締盟111:を考えながら.相手
苦〈み思り.r~鍵Iま.鍵容院ならいいですよ』や「首から下なら漫 lに合わぜた指湖、手
かヲても大丈夫ですよ』とISI明Lていた.このよう右対応をするζとでl術前どのよう怠隼活を
f!U章者は安心して生還を送ることがで曹ると考えられる. 1退っていたかを閉昔、

IlIII容は安心して生
活苦送る

麗扇正二.，If=--af画百夜扇面砲寝や処置の補助苦行う司自蘭:.-a1:司事事否夜砲のUrAゃ 1101簡の紋思のllØ.I~聞の処回の健助の舗面.在 l創鰐の処置の鋼防6扇面-:-li警官奇予
処置を適切に行えているか.どん".41:飼っているかt.tど鴎l1liを:ftI処包の循助在行う嶋 l処置の傭O)の渇面.1宅でのケアが+分に行えている17の伏iillll!と錨み事を聞eとる.
I~\. 指却を行っている.外来にて定期的に処置来ている方で自宅$1=IIiI.lt.IIEで処置を適切l在宅でのケアが十分lかaoし.図餓事項を聞曹とる.

制脚外科 lて自分で(司~tlfJ(創制た〈な川也カが得られず組制〈して iミ行え壬いるか.どん I~行えているか困つ.
行っている)創飾の清潔保絡をしている方 怠点1:図っているかなlている点聴取

どJ;Ui
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じ走路面宿直扇正lIfft~^'両事児玩宿直吾京語脅さ1，鼠雨量肩両様有一間調注耳花正闘のTK剤をE同じ定障の血書さi.lE l処画面白扇面語省主砧E国房副3
んに討して『飴や凪沼気践とかはありませんか?J.ra遥ずいぶんl患者さん企沼館簡の 1m宥さんと君臨白のIUII留の金属場面.気鎮のRI田.気候の定化に伴う体問変化への気
識し〈なって曹たけれども.電車内が冷日曹曹すぎていたりで.al!ll金信措置.8返ずい l金属舗面.気候のaHヒに伴う体舗変化への気遣いとl遣いと体DlR化時の対応織を防音す
釜があるから体図録音つけて〈ださいね』という対応を行っていて.こlぶん遣し〈伝って曹た.10.それに伴う体調l体固定化"の対応簸を助曾す lる.
れは白a噂が低下しτいることによってS容さんの免鐙カが忽ちてl温度鐙があるから偉 IR化の箆遣い.体調lる.
.いるため.S鎗予防の鎗却をしていると考えられる.また.患者さんICI気をつけて.立ち<I変化時の対応IIIを

291時@・沼 |がr8近血圧が低〈て立ち〈らみをしてしまう』という包みに討しτ lらみ制.T"I重任ιlii;否
化B Ifしゃがみこんだり.座ったりするといいですよ.8いとよけいにになlたりす五とい己石.;-・一

りやすいので気をつけて〈ださい.Jと忠者さんが外出や自宅にいるlよ.暑いとよけいにに
raなどに図ら怠いようアドパイス在行っていた. ItJりやすい.外出や白

宅にいる際などに図ら
怠いようアドバイス
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